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158点もの応募作品の中から選ばれた、最優秀賞を含む入賞者４名
の表彰式と、公式ポスターのデザインをモチーフにした大型看板の
除幕式を県庁本館前庭で行いました。

令和7年4・5月に第30回宮崎国際音楽祭を29日間にわたり開催、
令和7年10月には県立美術館開館30周年記念式典を開催し、記念
特別展のギャラリートーク等を実施しました。令和8年1月には第30
回若山牧水賞授賞式を執り行い、山中　律雄氏が授賞されました。

○令和7年４月
　「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ」公式ポスター
　デザイン表彰式及び大型看板除幕式

○令和7年4・5・10月・令和8年1月
第30回宮崎国際音楽祭　県立美術館開館30周年記念式典

　第30回若山牧水賞授賞式

宮崎の主な県政のうごき
令和7年4月～令和8年3月

10

１０月１３日にツール・ド・九州初の県境をまたぐコースとして、大分
県と共同開催で初開催しました。コースとなった延岡市内には約１.５
万人の観客が集まり、大会を通じ本県の魅力を発信することができ
ました。

自治体や企業等が、建築物の木造化などの木材利用の推進や、木
材利用の効果の見える化に取り組むことを宣言する『「森の国・木の
街」づくり宣言』に九州で初めて参画しました。

○令和7年10月
マイナビ ツール・ド・九州2025 宮崎・大分ステージ開催

○令和7年10月
　「森の国・木の街」づくり宣言（九州初）

「神楽」がユネスコ無形文化遺産の国内提案候補に選定され、
2028年の登録に向けて大きく前進しました。

県内の東九州自動車道で初めてとなる４車線化工事が完成しました。
災害時における信頼性の高い通行機能の強化や、平常時における
時間信頼性や事故防止に大きく寄与することが期待されます。

○令和7年11月
　「神楽」ユネスコ無形文化遺産へ提案決定

○令和7年12月
東九州自動車道「宮崎ＰＡ～清武ＩＣ」4車線化工事完成

新幹線整備について広く県民の理解を深めるとともに、本県を含む
幹線鉄道ネットワーク整備の今後の在り方や方向性についての議
論を活性化し、機運醸成を図るためのシンポジウムを開催しました。

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポの競技が行われる３つの施設が完
成しました。

（令和8年1月：ひなたベロドローム宮崎）
（令和8年3月：アスリートタウン延岡アリーナ）
（令和8年3月：ひなた TENNIS PARK MIYAZAKI）

○令和7年12月
　みやざきの新幹線を考えるシンポジウム in延岡

○令和8年1月・3月
　ひなたベロドローム宮崎完成
　アスリートタウン延岡アリーナ完成
　ひなた TENNIS PARK MIYAZAKI完成

２月14日から24日に、ひなたサンマリンスタジアム宮崎において、侍
ジャパンがＷＢＣに向けた事前合宿を実施しました。期間中は約２０万
人が会場を訪れ、大いに賑わいました。

仏船籍の客船「ル・ソレアル」（乗客定員264名）が3月20日・28日に宮
崎港へ初寄港。乗客を温かくお迎えし、宮崎の魅力を発信しました。

○令和8年2月
　侍ジャパン宮崎春季キャンプ

○令和8年3月
　宮崎港　海外クルーズ船の初寄港

「みやざき女性の活躍推進会議」の設立10周年を記念して基調講
演やパネルディスカッションを開催しました。大会では、女性活躍推
進の歩みと今後の展望について活発に意見が交わされました。

３月29日から4月5日にかけて「ひなた TENNIS PARK MIYAZAKI」
で、テニスのメジャー大会への出場につながるATPチャレンジャー大
会が本県で初開催されました。大会を通して世界水準のテニスコー
トを国内外にＰＲすることができました。

○令和7年11月
 　「ひなたの『とも活』推進大会」の開催

○令和8年3月
　男子国際テニス大会
　「児湯食鳥みやざきチャレンジャー」の開催

～日本の宝「神楽」を世界の宝へ～本県そして日本を代表する伝統文
化「神楽」
この神楽の2028年ユネスコ無形文化遺産登録に向けて、全国の熱
い思いを一つにする総決起大会が開催されました。

県内企業の外国人材の受入れに対する不安を解消し、安定的な受入
れや定着促進の体制を構築できるよう支援拠点を整備しました。セン
ターでは相談対応を行うほか、出張セミナー、伴走支援等のさまざま
な取組で県内企業を支援します。

○令和7年5月
　「神楽」ユネスコ無形文化遺産登録推進総決起大会

○令和7年７月
　宮崎県外国人材受入・定着支援センター開所

平成22年に発生した口蹄疫の終息宣言日から15年となる8月27日に
意見交換会を開催しました。当時を振り返り、二度と発生させないとい
う想いを次世代を担う高校生・大学生に継承しました。

9月3日から5日、大阪・関西万博 EXPOメッセ「WASSE」にて、九州7
県合同で催事出展し、本県が誇る「食」「スポーツ」「自然」「森林資源」

「神話」といった魅力を、約47,000人の来場者に向けて発信しました。

○令和7年8月
　口蹄疫終息15年を迎えての意見交換会

○令和7年9月
　大阪・関西万博　九州7県合同催事出展
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